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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成24年3月29日(2012.3.29)

【公開番号】特開2011-146097(P2011-146097A)
【公開日】平成23年7月28日(2011.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-030
【出願番号】特願2010-6205(P2010-6205)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   5/31     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/60     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   5/31    　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ   5/60    　　　Ｐ
   Ｇ１１Ｂ   5/02    　　　Ｔ

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月13日(2012.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録磁界を発生する磁界発生部と近接場光を発生する近接場光発生部とを有する熱アシ
スト磁気記録ヘッドにおいて、
　前記近接場光発生部は、導電性を有する構造体と光源からの入射光を伝える導波路とを
備え、
　前記構造体は、浮上面側端面が前記導波路を伝わる入射光の偏光方向に垂直な方向の幅
が近接場光が発生する頂点部に向かって徐々に小さくなる形状を有し、前記入射光の偏光
方向に垂直な方向の幅が浮上面側の方がその反対側よりも小さく、
　前記構造体の側方に前記導波路が形成されていることを特徴とする熱アシスト磁気記録
ヘッド。
【請求項２】
　請求項１記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記入射光の偏光方向が、前記導
波路のコア又はクラッドと前記構造体が接する界面に対して実質的に垂直であることを特
徴とする熱アシスト磁気記録ヘッド。
【請求項３】
　請求項１記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記構造体は、前記入射光の偏光
方向に垂直な方向の幅が、前記入射光の進行方向に進むに従い徐々に小さくなるテーパー
部を有することを特徴とする熱アシスト磁気記録ヘッド。
【請求項４】
　請求項３記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記テーパー部は、側部の広がり
角が１５度以上６０度以下であることを特徴とする熱アシスト磁気記録ヘッド。
【請求項５】
　請求項１記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記構造体と前記導波路のコアの
距離が１００ｎｍ以下であることを特徴とする熱アシスト磁気記録ヘッド。
【請求項６】
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　請求項１記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記構造体の高さは、前記入射光
の波長をλ（ｎｍ）、前記構造体側面に接する材料の屈折率をｎとしたとき、
【数１】

であることを特徴とする熱アシスト磁気記録ヘッド。
【請求項７】
　請求項１記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記構造体は、前記入射光の偏光
方向に垂直な方向の幅が、前記入射光の進行方向に多段階に変化していることを特徴とす
る熱アシスト磁気記録ヘッド。
【請求項８】
　請求項１記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記構造体は、前記入射光の偏光
方向に垂直な方向の最大幅が前記導波路の幅よりも大きいことを特徴とする熱アシスト磁
気記録ヘッド。
【請求項９】
　請求項１記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記構造体は、前記入射光の入射
側に幅が広くなった部分を有し、浮上面側に浮上面とほぼ平行となるような端面を有し、
前記ほぼ平行となるような端面から近接場光が発生する頂点部までの距離が、入射光の波
長をλ（ｎｍ）、前記構造体の周辺の材料の屈折率をｎとしたとき、

【数２】

であることを特徴とする熱アシスト磁気記録ヘッド。
【請求項１０】
　請求項１記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記導波路の終端部が斜めになっ
ていることを特徴とする熱アシスト磁気記録ヘッド。
【請求項１１】
　請求項１記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記構造体は、前記入射光の偏光
方向に平行な方向の幅が前記入射光の進行方向に部分的に変化していることを特徴とする
熱アシスト磁気記録ヘッド。
【請求項１２】
　請求項１記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記磁界発生部は前記記録磁界を
発生する主磁極を有し、前記構造体は前記主磁極の近傍に配置されていることを特徴とす
る熱アシスト磁気記録ヘッド。
【請求項１３】
　請求項１２記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記構造体の側面の一部が前記
主磁極と接していることを特徴とする熱アシスト磁気記録ヘッド。
【請求項１４】
　請求項１２記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記主磁極の一部に窪みが形成
され、前記窪みの近傍に前記構造体の前記頂点部が位置することを特徴とする熱アシスト
磁気記録ヘッド。
【請求項１５】
　請求項１２記載の熱アシスト磁気記録ヘッドにおいて、前記主磁極の周辺に導電性を有
する材料の層が形成され、前記構造体の側面の一部が前記導電性を有する材料の層と接し
ていることを特徴とする熱アシスト磁気記録ヘッド。
【請求項１６】
　磁気記録媒体と、前記磁気記録媒体を駆動する媒体駆動部と、記録磁界を発生する磁界
発生部と近接場光を発生する近接場光発生部とを有する熱アシスト磁気記録ヘッドと、前
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記熱アシスト磁気記録ヘッドを前記磁気記録媒体上の所望トラック位置に位置決めするた
めのアクチュエータとを有する熱アシスト磁気記録装置において、
　前記近接場光発生部は、導電性を有する構造体と光源からの入射光を伝える導波路とを
備え、
　前記構造体は、浮上面側端面が前記導波路を伝わる入射光の偏光方向に垂直な方向の幅
が近接場光が発生する頂点部に向かって徐々に小さくなる形状を有し、前記入射光の偏光
方向に垂直な方向の幅が浮上面側の方がその反対側よりも小さく、
　前記構造体の側方に前記導波路が形成されていることを特徴とする熱アシスト磁気記録
装置。
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